
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

譲渡所得（エンジェル税制対象株式による）

の確定申告書類のご案内 

 
投資時点の優遇措置（A・B）を利用し、次年度以降当該未上場株式を売却した場合の「株式等に係る譲渡所得

等の金額の計算明細書」の記入例となっております。 

個別の事由により確定申告書の記載内容が異なる場合がありますのでご注意ください。 

 

 

 

次のページに続く 



■ 株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書 記入例 

＜ステップ1＞ 

株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書「2面」の「6. 特定口座以外で譲渡した株式等の明細」を取引

残高報告書」を参照しながら、記入します。 



エンジェル税制A/Bの優遇措置を受けた株式の売却益を申請する場合、❻には、「みなし取得費」を記入しま

す。 

 

 

次のページに続く 



＜ステップ2＞ 

株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書「1面」の「1. 所得金額の計算」の 

A・B・C部分をステップ1で記入した「6. 特定口座以外で譲渡した株式等の明細」を参照しながら、記入し

ます。 



 
 

<添付書類> 

投資した時点の優遇措置（A・B）を利用した際に確定申告書類に添付した、「特定新規中小会社が発行した株

式の取得に要した金額の寄附金控除額の計算明細書」の控えを添付書類として添付する必要があります。 

 

<みなし取得費について> 

「株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書」の「④取得費（取得金額）」の欄では取得価額を調整し、原始

取得価格から株式取得時の優遇措置の控除額を減額し、この「みなし取得費」により株式譲渡益を計算します。 

 

＜みなし取得費の算出方法＞ 

原始取得価格から株式取得時の優遇措置の控除額を減額し、この「みなし取得費」により株式譲渡益

を計算します。 

 

事例 

▼FUNDINNOで50万円で株式を取得 

▼取得した年の確定申告でエンジェル税制の優遇措置Aを活用して49.8万円を所得から控除 

↓ 

▼2年後FUNDINNO MARKETで同株式を55万円で売却 

・みなし取得費の算出 

50万円（原始取得価格）ー49.8万円（優遇措置の控除額）＝2千円（みなし取得費） 

 

【ご説明のお願い】 

「株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書」の「④取得費（取得金額）」の欄に付箋等で、「過去にエ

ンジェル税制を利用し調整を行った取得費です。エンジェル税制の優遇措置は所得税だけで住民税は対象外

なので、住民税の計算においてはみなし取得費でなく原始取得価額を用いて株式譲渡益を算定してくださ

い。」等の記載を行ったうえで税務署に確定申告を行う、もしくは各市役所等に直接説明をいただくといっ

たご対応をいただく必要があります。 



詳しくは、中小企業庁「エンジェル税制 Q&A集」のQ67をご覧ください。 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki/angel/dl/qa.pdf 

（上記掲載のURLから遷移するwebサイトは、FUNDINNOのものではありません。） 

 

 

※上記はあくまでも記載方法をご案内するものであり、本記載方法のご案内を参考にされたことにより、万

一損害等が生じた場合に株式会社FUNDINNOは一切の責任を負いませんのでご了承ください。ま た、本記

載方法のご案内に関するご質問をお受けすることはできません。確定申告に関するお問い合わせは最寄りの税

務署、税理士にお問い合わせください。 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/chiiki/angel/dl/qa.pdf

